
島根大学教育学部紀要（人文・社会科学）第22巻一第2号 27～31頁　昭和63年12月

島根県玉湯町花仙山産碧玉の性質

一一遺跡から出土する碧玉の原産地同定をめぐって

三浦　　清＊⑧渡辺 貞幸＊＊

　　　　Kiyoshi　MIURA　and　Sadayuki　WATANABE

Chem1ca1and　m1nera1og1ca1character1st1cs　of　the］aspar

from　Mt　Kasenzan，Tamayu　Chδ，Sh1mane　prefecture，

w1th　spec1a1reference　t01dent1f1cat1on　of　p1ace　of　or1gm

　　　　on　the　bur1a1mater1a1s　from　h1stor1c　s1tes

Abstract　The］aspar　from　Mt　Kasenzan　occurs　m　two　pyroxene　andes1te　of　M1ocene

　　age　as　vein　form．

　　The1r　chem1ca1compos1t1on　are　shown1n　F1g　l　The　S102content1s　m　the　range　of

　　84to92wt％．Their　A1203content　are　about2．5to4．K20and　FeO　content　is　about

　　1．5to2．5．

　　Genera11y　they　are　rather　r1ch1n　FeO　and　MgO，and　poor　m　A1203and　K20

　　compared　to　the　jaspar　from　Futagozuka，Ish1kawa　prefecture，shown　m　F1g2

　　X－ray　powder　d1ffract1on　pattems　are　shown　m　F1g3together　w1th　the　jasper　from

　　Futagozuka　H1gher　content　of　A1203and　K20on　the〕aspar　from　Futagozuka

　　wou1d　be　from　orthoc1ase　shown　m　F1g3

1．まえがき の性質をまとめておきたい。

　出雲地方の弥生時代以降を主とする遺跡から，いわゆ

る碧玉製品が出土する。その原産地を明らかにすること

は古代史上重要な問題であることは明確である。

　出雲地方では，玉湯町花仙山の安山岩中で，細脈とし

て碧玉を産する。

　これまで，ともすると，出雲地方のこれら遺跡から出

土する碧玉を花仙山産のものであろうと単純に考えられ

がちであったが，出雲市西谷遺跡産碧玉の研究過程で，

それが花仙山産のものとは異ると言う結論を得た。その

後も引き続いて各地の遺跡から出土する碧玉を研究しつ

つあるが，花仙山産以外のものの出土例も多い。いずれ，

これらを総括し，考古学的に明確な問題を提起するつも

りであるが，それに必要な点として，まず花仙山の碧玉
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2．玉湯町花仙山産碧玉の鉱物学的性質

　研究方法として優れているものは，X線マイクロアナ

ライザーによる分析法で，時には非破壊分析でその目的

を達成することも出来る。

　花仙山の安山岩の中には，かなり碧玉脈が分布し，実

際には風化安山岩中の残留脈としての碧玉が現在でも便

用されている。

　これら数地点の代表的な碧玉をよく研磨して，エネル

ギー分散形X線マイクロアナライザーで分析し，横軸に

SiO。の重量パーセントをとって各成分の重量パーセン

トを縦軸で表現すると図一1のように連続する。図中，

N記号を付したものは出雲市西谷遺跡産碧玉の非破壊

分析値である。図から読みとれるように，AI．O。はほぼ，

3パーセントを中心にSiO。と逆相関に分布し，K．O，
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図一1　花仙山産碧玉の化学組成

　N：比較のために西谷遺跡出土の碧玉製管玉を同じ図に示したもの（非破壊分析）

FeOは，ほぼ2パーセントを中心とした分布を示す，ま

たMgOは，ほぼ1パーセントラインのやや下にその分

布を示すなどの特徴がある。

　これまでの研究過程で，これらの特徴こそ，花仙山産

碧玉の同定の根擦となり得ることが明確になっている。

最近，出雲市西谷遺跡をはじめ，古浦，矢野遺跡出土の

ものについての研究を進めているが，これらは全く花仙

山産のものと化学的性格を異にする。

　出雲の古代史研究上，碧玉の産地同定は重要な意味が

ある。このような事を意識しながら，石川県加賀二子塚

出土の碧玉を同じ方法で分析すると図一2のような結果

を得る。花仙山産のものとの差は明確でA1．O。，K．O，
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図一2 石川県加賀二子塚出土の碧玉原石および出雲市西谷遺跡出土の碧玉製管玉（非破壊分析）の化学組成
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図一3　花仙山産碧玉のX線回折図

　　1：蛇喰　　2：花仙山採掘場

　　3：狐廻　　4：横屋堀

　　5：花仙山山採堀場　　6：石川県加賀二子塚出土碧玉原石

　　Q：石英　　C：クリストバライト　　K：正長石　　I1イライト
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FeO，MgOによく表現されている。図一2には同時に前

述の西谷遺跡出土の碧玉も図示され，両者が極めて類似

したものである事を示す。この事から，三浦ら（1988）

は西谷遺跡出土の碧玉が，花仙山産のものではなく，む

しろ，北陸の石川県加賀周辺のものであろうことを暗示

した。

　図一3は，この加賀二子塚出土の碧玉原石と共に，花

仙山産碧玉のX線回折図を示したものである。花仙山産

のものの中には，クリストバライトを含むものがあるが，

いずれも石英を主体とするものであることは明らかであ

る。

　石川県加賀二子塚出土の碧玉にはかなり正長石が含有

され，これがK．O，A1．O。に富む原因であることがわか

る。これに対して花仙山産のもの，カリウム含有鉱物は

いわゆる少量に含まれるイライト様鉱物であることが明

確になった。

　出雲地方の遺跡から出土するものとして勿論，花仙山

産のものもあるが，逆にそれとは全く異なるものもあり，

前述の加賀二子塚産に近い性質を示すものも多い。

学的性格を検討したが，そのうち碧玉製の管玉が，地元

の花仙山周辺で産する碧玉とは異るものであることを明

らかにした。

　出雲は古来，碧玉その他を素材とした玉生産が盛んに

行われた地域の一つとして著名であるが，結果としてそ

の時期はこれよりも後期になる可能性が大きい。この時

期の大形の首長墓におさめられた副葬品が，地元産では

なく，他域域から持ち込まれた碧玉製品であったことは

重要な意味をもつ。

　西谷3号墓から出土した碧玉製品の産地を特定するに

至ってはないが，参考試料として研究した石川県加賀市

の二子塚遺跡出土の碧玉塊と同じ成因系統のものと推定

されたことは興味深い。

　筆者らは引き続き山陰各地出土の碧玉製品の分析を通

じて，古代における玉材流通の問題について共同研究を

進めているが，その前提として，花仙山産碧玉の性質に

ついて，きちんと明示しておくことが必要であろう。

　本稿では，こうした問題意識に立って，花仙山産碧玉

の化学的，鉱物的性格を検討した。

3．あとがき

　前述のように筆者らはかつて出雲市にある弥生時代後

期の墳墓である西谷3号墓第1主体出土の装身具類の化

　　　　　　　　　文　　　献

三浦　清・渡辺貞幸（1988）：山陰地方における弥生墳丘

　　出土の玉材について一西谷3号墓出土品を中心に

　　一，島根考古学会誌，第5集，45－64．


